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平成昨年5月

省 9

曾 10

曾ア

広報たまかわ

青井沢上組

青井沢下組

幸男平j可

平成14年5月

ヲー

広報たまかわ

幸貞釜須

平
成
十
四
年
度
の
各
行
政
区
の
区
長
と

各
種
目
体
の
代
表
の
万
々
が
決
ま
り
ま
し

な
お

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

区
長
会
長
に
大
野
武
士
口
さ
ん

(
南
須
釜
)
、
泉
婦
人
会
長
に
関
根
敬
ヱ
J

さ

ん
(
小
吉
田
)
、
須
釜
女
性
の
会
長
に
関
根
秋

立
す
さ
ん
(
四
辻
新
田
)
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
に
小
林
隆
次
さ
ん
(
竜
崎
)
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
一
年
間
、
皆
さ
ん

の
代
表
と
し
て
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役

し
ま
す
。

と
な
ら
れ
る
方
々
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

美

長
一
正

i婦人会支部長

添田文子

区

針

~ 
江

仁井田

勝

[]需主全支部長

矢部和子

j閤

苦5悶

長一ム
五
一
-
¥

、フ一一ノ

一フ一ク
一
針

人一老
一
小

一
夫

長一会
一
目

ブ
一
震

一フ一ク
一
平
J

人一老
一
田 二と

にコ忠吹矢区長

士
口金昔日矢

男国
JO¥ 木を令区長es ~L>. 

J口政主十.、、
1
1
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a
，，
 区長

博正里子草区長

|女性の会支部長

鈴木クラ

翁
寸

:71<: 
ホ木石五佐

宏

i老人クラブ会長

円 谷 房

長
一
照

|青年団長

小原保

h
一
時

LAl 

裕正田

司

長
一
恵

回一・

7

年
一
庁
i

青
一
大

皇日

百六 子

)¥ 

一口小

谷

弓

暴

五世孝藤佐 美知男

関 子秋

井

根

石

|女性の会支部長

宗形ミチ子

|青年団長

塩沢浩

"""" 定夫仁井田

[老人クラブ会長

三吉重敬

|婦人会支部長

関 根 芳 子

i老人クラプ会長

石井 手IJ 雄
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夫ヂ日大和田区長夫菊井石孝木鈴区長蔵
ι4  
オて根関美揖谷児

木区長光書井j藷区長
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平成14年5月

玉
川
村
消
防
団

広報たまかわ

中

一

一

隆

之

中

佐

藤
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岩

法

寺

大

竹

幸
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崎
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木

英
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崎

佐

藤

昇

南

須

釜

塩

沢

茂

南

須

釜

吉

村

忠

雄

北

須

釜

矢

吹

今

朝

夫

北

須

釜

瀬

谷

豊

吉

佐

藤

直

七

山

小

屋

石

森

栄

吉

四

辻

新

田

飯

田

光

一

V
団
長
感
謝
状

退
任
婦
人
消
防
隊
長

双
里
不
二
校

川
辺
分
団
長

塩

田

敬

蒜
生
分
団
長

大

竹

手5

夫

退
小蒜川職

分
生辺団

長

小柳曲矢
針沼山部

一
之

久
之

保
幸

克
美

常
良

上

野

文

彦

大

野

政

幸

瀬

谷

武

寿

大

和

田

尚

矢

吹

義

人

塩

田

徳

男

竜

崎

南
須
釜

北
須
釜

(敬称略)

広報たまかわ平成14年5月

山
小
屋

四

辻

一
般
協
力
者

南
須
釜

北
須
釜

北
須
釜

四
辻
新
田

宗
形
辰
一

佐
久
間
安
蔵

関
根
雄
太
郎

石
井
周
太
郎

平成14年度

± 
.I!== 
ヌし

吉
岡

玉
川
村
消
防
団
(
関
根
秀
勝
団

長
)
恒
例
の
平
成
十
四
年
度
春
季

検
関
式
が
四
月
二
十
九
日
(
月
)
泉

中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
団
員
、
婦

人
消
防
隊
、
関
係
者
約
三
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
き
わ
や
か
な
五
月

晴
れ
の
下
、
統
監
(
村
長
)
に
よ
る
観

閲
、
通
常
点
検
で
は
整
然
と
し
た

、h
J

力、
隊
列
を
編
成
し
点
検
に
臨
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
後
中
村
池
に
移
動

し
て
放
水
を
実
施
し
た
機
械
器
具

点
検
、
威
風
堂
々
の
分
裂
行
進
な

ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
団
員
ら
は

キ
ピ
キ
ピ
と
し
た
動
き
で
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
士
気
の

高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

統監(車田村長)仁よる通常点横のようす

小
高
分
団
長

有

賀

〆宙
I/o、

中
分

小皇
室十

博

山
石
法
寺
分
団
長

佐
久
間

福

男

用，

崎

小包
長

林

久

晃

南
須
釜
分
団
長

円

谷

克

也

北
須
釜
分
団
長

草

野

直

幸

士
口
分
団
長

佐

藤

春

山
小
屋
分
団
長

石

森

弘

三百
I/L:i、

4 

退職分団長に感謝状が霞与

防
火
優
良
家
庭

な
ど
を
表
彰

検
閲
式
で
は
、
出
長
か
ら
表

彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中村池での機械器異点横

V
団
長
表
彰

防
火
優
良
家
庭

川

辺

曲

山

川

辺

小

針

蒜

曲

山

小

本

田

タ

ケ

ノ

小

大

竹

タ

ツ

ヨ

茂行
房信

両高

四
辻
分
団
長

須

田

j閏

石
川
警
察
署
玉
川
駐
在
所

四
月
一
日
付
で
石
川
警
察
署

川
駐
在
所
に
着
任
さ
れ
た
、

久
保
博
警
部
補
と
加
藤
純
一
巡

査
長
で
す
。

「
玉
川
村
の
治
安
維
持
の
た

で
、
よ
ろ
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回
一

フ』第

広報たまかわ

今月号では玉川村の年代別人口構成について、舎から20年程前の昭和55tf調査(第13口調査)と比較しながら、お知

らせして参ります。

年代別構成を男女別のグラフで表しましたが、昭和55年調査と比較すると男女とも若年層が減少し、高齢者層が増加

している傾向にあります。特仁O~9歳児については揮捕に数が減っており、玉川村においても少菩佑が進んでいる現
状が見て取れます。一方60歳以上の人口は増加しており、元気なお年寄りが増えていることを示しています。
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520 
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1，055 

1，185 

523 

569 

532 

玉
川
村

福
祉
施
設
利
用
調
整
委
員
に

委
嘱
状
交
付

村
で
は
、
福
祉
施
設
(
須
釜
児
童

館
・
泉
保
育
所
・
玉
川
村
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
)
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
利
用
者
か
ら
の
意
見
・
要
望
或
い

は
苦
情
等
を
客
観
的
か
つ
公
正
に
解

決
す
る
た
め
第
三
者
で
構
成
す
る
玉

川
村
福
祉
施
設
利
用
調
整
委
員
会
を

組
織
し
、
四
月
二
十
四
日
委
員
五
名

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
委
員
会
が
開
催
さ
れ
委

員
長
に
西
舘
英
範
さ
ん
(
北
須
釜
)
、

副
委
員
長
に
小
林
隆
次
さ
ん
(
竜
崎
)

が
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
委
員
の
任
期
は
三
年
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

平成14年5月

西舘英範さん(北須釜)

(民生児童委員)

広報たまかわ

小 林隆次さん(竜崎)

(村社会福祉協議会評議員)

真野目喜正さん(南須釜)

(行政相談員)

須田福広さん(北須釜)

(村議会文教厚笠委員)

塩沢美代予さん(南須釜)

(保{建師)
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265 
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251 
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3，685 7，664 

29 

3，860 

9 

3，804 

14 

7，431 

11 

3，746 

3 

平
成
十
四
年
度
の
赤
坂
団
地
の
募

集
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
募
集
概
要
】

画
募
集
戸
数
五
区
画

Z
R
申
込
一
受
付
期
間
平
成
十
四
年
五

月
二
十
三
日
(
木
)
よ
り
先
着
順
で

受
付
い
た
し
ま
す
。

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で

※
土
日
祝
日
は
休
み
で
す
が
、

事
前

に
連
絡
を
頂
け
れ
ば
対
応
可
能
で
す
。

圃
申
込
受
付
場
所

玉
川
村
役
場

企
画
財
政
課

軍
現
地
見
学
に
つ
い
て
事
前
に
役

場
企
画
財
政
課
へ
連
絡
を
頂
け
れ
ば
、

担
当
者
が
現
地
に
て
説
明
を
い
た
し

ま
す
。

(
問
い
合
わ
せ
先
/
玉
川
村
役
場
企

画

財

政

課
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空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

当
日
は
朝
か
ら
快
晴
に
恵
ま
れ

絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
と
な
り
、

会
場
と
な
っ
た
福
島
空
港
公
園
は

訪
れ
た
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で

終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
菊
地
章
夫

さ
ん
の
司
会
進
行
で
午
前
十
時
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は

M
A
X
の
エ
ア
ロ
ピ
シ
ョ
ー

で
、
小
気
味
良
い
テ
ン
ポ
で
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
シ
ョ

i
に
会
場
を
埋

め
た
大
勢
の
人
々
が
見
と
れ
て
い

ま
し
た
。

続
い
て
、
ち
び
っ
こ
に
人
気
の

ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
が
査
場
し
た
握

手
会
で
は
、
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
と

握
子
を
し
よ
う
と
親
子
の
長
い
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。

九
団
体
に
よ
る

Y
O
S
A
K
O

I
ソ
l
ラ
ン
踊
が
披
露
さ
れ
た
時

は
会
場
が
熱
気
に
包
ま
れ
、
ボ
ル

テ
ー
ジ
も
最
高
潮
に
達
し
ま
し

た
。
飲
食
コ
ー
ナ
ー
や
地
元
特
産

品
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
大
勢
の
人
が

集
ま
り
、
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま

し
た
c

山桜を守る
玉川村さくら愛沼会(会長 吉村幸雄・写真)では、村

在「さくらの盟Jにしようと山桜の保杏仁力を入れて

います。結成以来舎年で30年自を迎え会員も34名と

増え、毎年、桜苗木を植揮する一方、所有者の協刀を

得ながら山桜にペンキ標示を施し保奇を呼びかけてい

ます。山桜は村の花に選定されており、会では村全域

仁山較が咲き乱れ村民仁楽しんでもらえるよう、今後

も活動を続けて行くごとにしています。

阜
く
食
べ
た
い
な
あ

き
の
こ
菌
の
植
込
み

四
月
十
七
日
須
釜
小
学
校
四
辻
分

校
に
お
い
て
、
勤
労
生
産
活
動
の

「
き
の
こ
菌
の
植
込
み
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
口児

童
達
は
、
き
の
こ
栽
培
農
家
の

鈴
木
好
市
き
ん
の
指
導
の
も
と
、
八

十
本
の
原
木
に
、
ひ
ら
た
け
・
な
め
こ
・

し
い
た
け
の
躍
を
か
な
づ
ち
を
使
っ

て
植
え
込
み
、
「
早
く
食
べ
た
い
な

あ
」
と
感
想
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

作
業
は
、
き
の
こ
の
育
ち
方
の
学

習
や
地
元
の
産
業
に
触
れ
る
こ
と
を

目
的
に
、
二
年
に
度
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

平成14年5月広報たまかわ

各
地

川
辺
・
蒜
生
・
小
高
・
中
・

寺
・
竜
崎
区
で
春
の
敬
老
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
竜
崎
区
で
は
、
五
月
三
日

憲
法
記
念
日
の
祝
日
に
、
竜
崎
集

会
所
に
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り

百
五
十
…
名
が
招
待
さ
れ
、
三
味

線
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

4月20日'"'-'21巴に福田で開催されるf第5田撞翼祭~全

日本型競技選手権大会Jに、玉川道場からi曽ミ子広行さん(村職

員)と矢部洋士さん(JII辺)のiS¥たりが出場することに芯り、

役場を訪れ車田村長に出場を報告しました。

車田村長は[臼頃鍛えた技を存分に発揮してきでくださいJ
と話し、村からの激闘笠在贈りました。

なお、増芸応行さんが、見事に予選を突破し、 6位入量を

果たしました。

第5固極真祭

全日本型競技選手権大会に出場通
行
が

ス
ム
ー
ズ
に

空
港
ト
ン
ネ
ル
を
国
道
山

号
方
面
に
抜
け
て
す
ぐ
の
、
村

道
小

l
M号
総
(
小
高
一
一
一
升
蒔

か
ら
、
福
島
雫
港
西
線
と
立
体

交
差
し
、
岩
法
寺
へ
通
じ
る
道

路
)
と
の
交
差
部
付
近
の
道
路

が
改
良
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
は

S
字
型
に
屈
曲
し
急
勾
配
で
通

行
に
不
便
で
し
た
が
写
真
の
と

お
り
平
岡
な
構
造
と
な
り
、
通

行
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。
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山
火
事
防
止

パ
レ
ー
ド

山
林
や
田
畑
で
の
作
業
が
本
格

化
す
る
季
節
を
迎
え
、
大
切
な
緑

を
火
災
か
ら
守
ろ
う
と
、
森
林
組

合
、
県
や
消
防
機
関
な
ど
が
参
加

し
て
山
火
事
防
止
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
は
、
田
畑
で

の
火
の
始
末
の
徹
底
や
タ
バ
コ
の

投
げ
捨
て
を
し
な
い
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

見事なシャクナゲ

北
須
釜
の
渡
辺
助
次
郎

さ
ん
宅
で
幹
周
り

ωω
も

あ
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
、
約
測

も
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

一
度
に
こ
れ
程
の
数
の

花
を
咲
か
せ
る
の
は
、
非

常
に
珍
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

/善意に感謝申し上げます 1
事受通安全を願し1横関旗を寄贈

本村南須釜出身の新聞会社社長の宗形浩さんより、

そ子供たちの交通安全を顕い村教喬委員会に横断顕150
本が贈られました。車速、教青委墨会では、小中挙校

等に配布しました。

Itl泉保書所にぞうきんを寄↑寸

小高の白沢イネさんより、保再所内の美化に役立て

てくださいと、ぞうきん100枚が寄付されました。

9 



fIDl司自rmの健康とよみ

~いずみ鈎稚園交通安全教室より~

卜募集ふくし

第4回

福島空港玉川健康マラソン大会

今庄第4回目となる福畠空港

玉川健康マラソン大会が下記期

日に開催されます。

みんなで参加しましょう。

申込み方法等は後日お知らせ

します。

. i呆

. i呆

-・{果

保

保

電波の混告・妨害についてのお問い合わせは

〒980-8795
仙台市蕎葉区本町3-2-23
総務省 東北総合通信島監視課

n022-221-0641 

テクノセミナー(技術講習会)
受講のご案内

企業で{動いている方、就職を者望する方を対象として、技

術の進歩に応じて、新しい技術や知識を習得したり更に高め

たり、また資格を取得するためのセミナーです。

。会場 諸島県立郡山高等技術専門校(テクノ力レッジ郡山)

@申込み方法 本枝受付の「受講申込書jに必要事頂を記入捺

印のうえ、本校能力開発課に申込んでください。なお、受講

料等の納入については、追って連絡します。

。受講料等 受講料は県に納付、テキス卜材料費でテキスト

や実習教材を購入します。

。定員 原、則として各コースとも定員になり次第締め切りま

すのでごゴ承ください。

※定員に対する募集状況により、延期

ます。

※都合により実施日程等が変更仁なる場合があります。

*不明な点は能力開発課にお問い合わせください。

〒963-8816 郡山市上野山5番地

寵患県立郡山高等技術専門校岱024-944-1663

中止する場合があり

国民年金保険料の免除手続きについて
国民年金では、経済的な理由等仁より保険料を納められな

いときは、本人からの申請に塁づいて保険料納付が免除され

る場合があります。ごれを申請免隙といいます。

平成14年4月からは、これまでの{全額免除Jに加えて、

保険料の半額を納めて半額が免略される「半額免除制度jがス

タートしました。いずれにしても、保険料を来腕のままにし

ないことが大切です。免隙を受けた場合の将来の年盆額につ

いては、全額納めた場合に比べてf全額免除jの場合は3分の

1、[半額免除jの場合は3分の2で計算されます。

免除を受けた過去の期間の保険料は、 10年前までなら、

さかのぼって納めることができ、これを「追納Jといいます。

本年10月19日(土)"'22日(火)のど~8聞にわたって開催す

る、第15回全国健康詣祉祭ふくしま大会では、大会期間中

の各種式典やイベント等に参加していただくアシスタントを

募集しています。

ー募集内容 県内在住の平成14年4月 18現在満18歳以上

の15で大会期間者中山に7日間程度参加できる15
ー募集人員 10人
ー応募方法 応募用紙または市販の躍歴書に所定事環を記入

し、 3ヶ月以内に撮影したサービス版(し版)の全身の力ラ-

S真 1枚を添付して、郵送または直接持参してください。

輯募集期隈 6月21巴(主)当日消印両知

~/iDi募先・問い合わせ先 第15回全国健康趨祉祭ふくしま

大会実行委員会(県庁ねんりんピック推進室内)電話024
521-7732 

ー開催期日

平成14i:f9月29日(巴)

ー間合わせ先

村公民館(岱57-4632)

保

(呆

保

山鳩会・

午前10時00分~

母親教璽

午前9時30分~

霞児教室・

午後 18寺30分~

母親教室・

午後6時30分~

1歳6ヶ月児検診ー

午後 18寺00分~

9~10ヶ月児検診

午後九寺30分~

機能部|練・

午前10時00分~

山鳩会・

午言u10時00分~

掴5月

178C金)

28日(火)

.6月

4日(火)

ア日(金)

11日(火)

13日(木)

{呆'保健センター

寄付ありがとうございます

下記の方から社会福祉活動資金として寄付をいただきましたc

i享 く御礼申し上げます。(村社会福祉協議会)

言己

審の行政相談所開設のお知らせ

5月 20 日~26日までの一週間は、[香の行政相談週間J で

す。村では、下記のとおり行政相談所を開設いたしますc

行政相談委員が行政機関(国・県・村)や特殊法人(公団

NTT等)の仕事についての苦情や意見-要望を受け付け、皆

さんと役所等との間に立ってその解決を促進するよう相談に

悶じますので、お気軽に棺談されるようお知らせいたします。

両駐日時場所 平成14年5月24日(金)

午前g:00"'11: 30 役場北庁舎会議窒

午後 1: 30~4 : 00 須釜公民館講義室

真 野 自 喜 正 fi57-3001

(4月届出分)

雄

保護者名

l:t 
dじρ

-岩法寺の草野ft道きんから

|お誕生おめでとうございます|

出生兜氏名

j
 

J

川和回塩

村のようす
(14年5月 1日現在)

地区名1，824戸(+9)

3，754人(+3) 

7，587人(-1 ) 

血
団
結
帯
広

花
愁
一
短
歌
会
一
玉
川
支
部
詠
草
集
i
i
l
村
公
民
館

明
る
く
て
掛
さ
去
の
孫
嫁
は
わ
が
家
の
つ
れ
の
大
黒
柱

生+

風
に
押
さ
れ
暫
し
の
散
歩
道
端
の
枯
れ
草
さ
え
や
微
笑
む
如
し

吉
田

子
育
マ
つ
つ
三
十
年
余
を
勤
め
あ
げ
退
職
し
た
る
嫁
を
見
込
る

真
弓

今
も
あ
る
記
の
宝
亡
き
父
母
の
わ
れ
に
当
マ
た
る
ザ
ラ
紙
の
丈

溝
井
は
な
よ

黄
身
一
一
つ
器
に
措
わ
る
一
卵
に
見
と
れ
て
暫
し
乱
す
を
諾
う

吉
田
ハ
ツ
子

内干裕i!工南須釜
3，833人(-4)

戸え
】E斗『‘

里

アヤメの苗を探しています

永林誠さん(中)(手、中村泊に植栽する

アヤメの苗を探しています。靖幸田の提供を

お願いします。

~連絡先 57-2424 

イt

キ

帯

~梧談委員

タ

里子

H
U
'
B
 

A
M
ノ

i
a
4
1
 

辺JII 

第
一
期
分

全

期

分

【
納
期
設
は

5
月
幻
自
(
用
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

迩
は
眼
の
す
向
さ
に
決
謝
汁
匂
ふ

入
学
の
児
の
声
は
ず
む
電
話
ワ

か
ら
っ
ぽ
の
空
を
そ
ぴ
ら
に
花
吹
雪

じ
ゃ
が
芋
を
植
え
て
歩
巾
の
確
か
な
リ

臼
吟
む
唄
さ
ま
ざ
ま
に
花
の
山

笑
い
こ
ろ
げ
つ
手
を
振
る
夫
や
花
吹
雪

ひ
な
び
た
る
山
の
湯
痛
の
薮
棒

さ
る
な
し
俳
句
会
四
月
句
会
詠
草

(4月届出分)

t台

世帯主名

同1

3少、
代

は
ん

死亡者氏名地区名4
7

月
の
納
税

固

定

資

産

税

軽

自

動

車

税

10 

広報への掲載を希望されない場合は、窓口への届け

出の際にお申し出ください。

空き缶やゴミの投げ措てはやめましょう

イニ
由
記

真
知時全

仁
美

美
枝

春
吉

1 1 



私
の
ふ
る
さ
と
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⑩
 

卓食
ズ
の

i

一
口
一
同

一
川
人
命
フ

f春の恵みがいっぱいの
竹の子料理を

作ってみませんかj

ー
郡
山
市
安
積
町

l

鈴
木
輝
美
さ
ん
(
中
)

私
の
ふ
る
さ
と
安
積
町

は
、
国
道
四
号
線
を
中
心

に
東
に
東
北
新
幹
線
、
西

に
東
北
自
動
車
道
と
、
交
通
ア
ク
セ

ス
が
充
実
し
た
商
業
地
域
で
す
。

郡
山
ピ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
で
は
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
連
日
開
催

さ
れ
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
と

し
て
十
一
種
類
の
乗
り
物
と
流
水
プ

ー
ル
の
あ
る
郡
山
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
は
町
内
外
か
ら
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。毎

年
八
月
十
二
日
に
行
わ
れ
る
安

積
町
花
火
大
会
は
、
安
積
永
盛
駅
前

吾は色々な吾野菜が出回り、自然の恵みを感じる季

節です。台所には竹の予がいっぱいです。そこで今月

は、竹の芸を使い中華風の一昂を紹介します。竹の与

は、ゆでて千切りにして一自分ずつ袋に入れて冷凍し

ておくと、妙め物、和え物、煮物、汁物と伺にでも使

えて大変便利です。是非ためしてみて下さい。

fピーマンと竹の予の細切りいためJ

1人分のエネルギー 194kcal 

250g ・サラダ油大さじ3
60g ・酒 小さじ3
61盟 ・しょうゆ小さじ3
1かけ ・片栗粉

一材料(4人分)一

・豚赤男うす切り肉

・竹の吾(ゆでたもの)

・ピーマン

・生釜 を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
出
屈
が
立

ち
並
び
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
毎

年
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
の
子
供
の
こ
ろ
に
比
べ
る
と
、

街
並
は
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
り
ま
し

た
が
、
坪
井
病
院
が
建
つ
成
山
、

阿
武
隈
川
、
笹
原
川
は
現
在
も
当

時
の
景
観
を
止
め
、
懐
か
し
く
思

い
ま
す
。

地
元
名
産
品
の
笹
の
川
酒
蔵
の

吟
醸
酒
「
笹
の
川
」
は
古
く
か
ら
地

元
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と
コ
ー

ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
村
舛
の
出
身

者
を
ご
寄
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱

U
I
4
6
2
1
)

一作り万一

①豚肉は千切りにして、 j臣、しょうゆ各小さじ2で下

昧をつけ、片栗粉大さじ 1杯半をまぶす。

②ピーマン、竹の吾は千切り。生菱はみじん切り。

③なべに、油大さじ 1を熱し②を加え、さっといため

皿にとる。

④③に残りの油を加え①を入れ告が変わるまでいため

③をなべにもどし、残りの酒、しょうゆを加え、混

ぜいためて出来上がり。

鞠
湖
周

J?と

u

eA一一関

.
3
仰
服

警
瀦
時
各
政

一

治

引

機

訪

れ

務

滋

‘

l

↓A
Z

』，

.... ，
 

機

1
d
J
A
H
M

験

。

Q

ハド

織

茂

匂

憾

に

M
W

繰

戸

μ
引
け
川

今
年
の
春
は
暖
か
く
、
例
年
よ
り

桜
の
開
花
も
早
く
新
緑
が
美
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

故
郷
を
思
い
出
す
時
、
四
十
数
年

前
に
母
に
引
率
さ
れ
不
安
と
期
待
に

胸
膨
ら
ま
せ
上
野
駅
に
降
り
た
時
か

ら
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

泉
郷
駅
か
ら
上
野
ま
で
八
時
間
ぐ

ら
い
か
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
本
当

に
遠
い
遠
い
故
郷
で
し
た
。

昨
今
は
交
通
網
が
発
達
し
、
新
幹

線
な
ら
一
時
間
ぐ
ら
い
、
高
速
道
路

な
ら
三
時
間
程
と
便
利
な
世
の
中
に

な
り
ま
し
た
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
山
河
、
清
く
流

れ
た
阿
武
隈
川
、
雪
溶
け
水
の
冷
た

さ
も
忘
れ
カ
ジ
カ
取
り
に
夢
中
に
な

っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

私
は
男
五
人
妹
一
人
の
兄
弟
で
い

つ
も
子
守
役
だ
っ
た
私
は
、
岩
法
寺

の
友
人
と
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
妹
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
捜
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
岩
法
寺
池
の
と
こ
ろ
で

泣
き
な
が
ら
帰
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

神奈川県愛川町

悶部 正さん

(中出身 岡部易こさんの弟)

てれま囲孫

家
に
帰
る
と
母
に
い
き
な
り
ゲ
ン

コ
ツ
さ
れ
そ
の
痛
か
っ
た
こ
と
今
も

忘
れ
ま
せ
ん
。
田
植
え
時
期
は
特
に

忙
し
く
、
あ
ま
り
丈
夫
で
な
か
っ
た

母
は
農
繁
期
を
過
ぎ
る
と
床
の
中
に

い
る
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。

白
河
の
関
を
過
ぎ
る
と
故
郷
に
帰

っ
て
来
た
と
い
う
気
持
で
ワ
ク
ワ
ク

す
る
。
母
の
匂
い
が
す
る
故
郷
、
い

つ
も
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
兄
夫
婦
、

甥
夫
婦
、
兄
弟
で
酒
を
酌
交
す
う
ち
、

必
ず
出
る
時
の
話
、
故
郷
っ
て
い
い

な
l
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

我
が
故
郷
も
帰
省
す
る
た
び
に
発

展
し
空
港
が
出
来
て
か
ら
の
発
展
は

驚
く
ば
か
り
で
す
。
本
当
に
喜
ば
し

い
限
り
で
す
。

毎
月
送
ら
れ
て
く
る
広
報
を
拝
見

し
故
郷
の
出
来
事
も
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
玉
川
村

氏
の
皆
様
、
東
京
玉
川
会
の
皆
様
の

ご
多
幸
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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